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程

日

程

７
月
２
日
（
日
）

午
後
２
時
よ
り

場

所

割
烹
は
せ
川

懇
親
会
費

２
０
０
０
円

講
演

新
商
連
青
木
事
務
局
長

電
子
帳
簿
保
存
方
法
に
つ
い
て

    年原水爆禁止国民平和大行進

日 時  月   日（水）

午後３時集合・出発

集合場所 阿賀野民商
平和行進は阿賀野民商から阿賀野市役所まで

行います。

令
和
５
年
度
市
・
県
民
税

税
額
決
定
通
知
届
く

市
町
村
か
ら
「
市
・
県
民
税
特

別
徴
収
関
係
書
類
」
が
届
き
ま
し

た
。役

員
・
従
業
員
・
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
の
方
へ
「
「
個
人
用
通

知
書
」
を
渡
し
て
置
き
ま
し
ょ

う
。１

期
分
の
市
県
民
税
の
特
別

徴
収
税
額
は
６
月
に
支
払
う
給

与
か
ら
預
か
り
７
月
１
０
日
ま

で
に
納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

毎
年
、
督
促
状
が
き
て
か
ら
納

付
す
る
方
も
い
ま
す
の
で
、
書
類

を
開
封
し
て
よ
く
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

阿
賀
野
民
商
婦
人
部
第
２
６
会
総
会
開
催

阿
賀
野
民
商
婦
人
部
は
２
１
日
に
田
上
町
の
初
音
で
第
２

６
回
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
（
９
名
参
加
）

全
国
業
者
婦
人
決
起
集
会
・
国
会
行
動
へ
参
加
決
意

６
月
５
日
に
東
京
で
第
１
８
回
全
国
業
者
婦
人
決
起
集
会
・

国
会
行
動
が
開
か
れ
ま
す
。

阿
賀
野
民
商
婦
人
部
か
ら
２
名
の
方
に
参
加
を
呼
び
か
け
、

「
こ
れ
が
最
後
の
東
京
か
も
し
れ
な
い
」
「
足
、
腰
、
ケ
ツ
が

痛
ッ
て
ど
も
大
丈
夫
だ
ろ
っ
か
」
と
不
安
を
語
っ
て
い
ま
し
た

が
、
「
県
内
民
商
婦
人
部
も
同
じ
よ
う
な
人
が
大
勢
い
る
か
ら

大
丈
夫
だ
わ
ね
」
と
婦
人
部
長
か
ら
安
心
感
を
与
え
て
も
ら

い
、
「
人
見
知
り
だ
っ
け
、
一
人
だ
と
不
安
だ
っ
け
、
〇
〇
さ

ん
一
緒
に
い
こ
よ
」
と
声
を
か
け
決
意
を
固
め
て
も
ら
い
ま
し

た
。 総

会
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

へ
の
不
満
や
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
実
施
へ
の
不
安
、
疑
問
が
議

論
の
大
半
に
な
り
ま
し
た
。

（
途
中
話
議
論
が
大
い
に
脱

線
。
婦
人
部
な
ら
で
は
で
す

が
）総

会
後
は
懇
親
会
で
食
事

を
し
な
が
ら
自
己
紹
介
を
し

ま
し
た
。
（
初
参
加
の
方
も
い

ま
し
た
の
で
）
帰
り
に
田
上
町

の
道
の
駅
へ
見
学
し
て
き
ま

し
た
。

婦
人
部
プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画

今
年
の
阿
賀
野
民
商
婦
人

部
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
は

「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
」

に
決
定
し
、
婦
人
部
役
員
が

部
員
宅
へ
訪
問
し
な
が
ら
配

っ
て
い
ま
す
。
（
昨
年
は
「
さ

く
ら
ん
ぼ
」
で
し
た
）


